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英語の段階的変化述語と差の解釈*

田中英理

段階的変化述語，状態変化，位置変化，度量句，差の解釈

1 .はじめに

段階性 (gradability)という概念は，段階性形容詞と非段階性形容詞の区

別に用いられてきたが，近年では，ある種の動詞述語の記述にも吊いられ

ている(例えば， Kennedy and Levin(2002， 2008)， Pinon(2005，2008)等)， 

段階性は，意味論上は儲体の集合の集合で、ある度合い (degr巴巴)を用いて表

される これを用いると，段階性形容詞は，おおむね，叙述対象の鰭体と

その属性の箆合いとの関係を表す度合いは 形容詞が指定する，次元・

側面 (dimension)に従って並べられ，スケールを構成する.

本稿は，こうした背景を踏まえて，coolや αscendといった，段階的な

変化を表す動詞述語に度合いとスケー jレを導入する分析を踏襲する.本

稿では，特に，こうした動詞述語における，度量句 (measurephrases，以

下， MP)の分布とその解釈を検討しこれらの動詞述語が2種類に分類

されることを論じる そして，この分鎮は，段階性形容認における，原形

形容詞と比較級形容詞の意味解釈と並行させることができることを主張す

る.

本稿は，統諾構造と意味論を構成的に関係付ける，構成的意味論

(Compositional Semantics)の立場に立っている.本稿で扱う現象は，動

詞述語の意味的記述に度合い・スケールが必要と考えられる現象であ

る 措成的意味論では，統語構造と意味解釈との関係が向型的である

(homomorphic) ， という仮説にたっているので，こうした意味論的存在物

の導入が統語構造で表示されているかどうかが重要である 動詞述語で

は，段階性形容詞のように，統語的・形態的な顕在化(例えば比較級)が
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!J~郊の段階的変化述諾と差の解釈

ないため，一見，形容詞と統一的に扱うことができないように思われるー

本稿で考察する度量匂の分布とその解釈は， (変化を表す)動詞述語に度

合いを導入し統語的にも意味的にも存在することを示すーっの証拠とな

ると思われる.

本稿は，以下のように構成されている 第2節では，度量勾 (MP)の分

布と差の解釈について観察し， 2種類の MPのうち，片方しか許さない変

化述語があることを観察する.第 3節では，この分布を説明するために，

Kennedy(1997)， Kennedy and Levin(2008)の形容詞と形容認派生動詞の分

析を， 2節で観察した 2種類の動詞の意味解釈に基づいた諾葉分解に適用

することを主張する 第4節は結語である.

2.段階的変化述語と度量句の分荷

2. 1 度量旬 (MP)の分布と援の解釈

six jeet， several degrees等の MPは，統語範轄を横断して，形容詞，動詞，

前置詞と共起することが知られている (Do吋es(1997)，Morzycki(2007)). 

MPには，byを悼うものと伴わないものとがあり，本稿では，前者を

b付y

i呼i呼乎ぶ.以下の例では，裸 MP及びby-MPは，形容詞，動調を修飾してい

る ((2)はMorzycki(2007)より 51用).2 

(1) a. John is six feet taller than BiIl is. 

b. John is taller than BilI by six feet. 

(2) a. The soup cooled several degrees. 

b. The soup cooled by several degrees. 

Morzycki(2007)が示すように，裸 MPとby-MPの問方が常に共起可能

なわけではない.
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EEI ヰ13点、.Ji!.

直観的に言えば， (1)と(3)の違いは MPが惹の解釈を持っかどうかで

ある. (3)aでは，日oydの背の高さそのものを MPが指しているのに対し

て， (1)では， MPはJohnとBillの背の高さの差を記述している.

形容詞の場合と向様に， (2)と(4)の違いも，差の解釈の有無に帰す

ことができる. (2)の coolは， Dowty(1979)が段階性到達動詞 (degree

achievement)と呼ぶ動詞群の一例である 段階性到達動詞は，段階的変化

述語 (gradualchange predicates)とここで呼ぶ，状態変化や位置変化を

す動詞述語群に含まれる.

(5) 段階的変化述語

a 状態変化 cool，wαrm， lengthen， straighten， ...etc. 

b 位置変化 :ascend， descend，fall， rise， drop， ....etc. 

段階性到達動詞の多くは，形態的に形容詞からの転換あるいは接辞付加に

よって派生され，状態変化 (=(5)a) を表す.ただし (5)bの位置変化動

詞は，後述するように，場合によっては状態変化と考えられる場合もあ

る.

coolのような段階的変化述語は，sleepのような動作動詞と異なり，あ

る初期状態 notPから Pへの段階的な変化を記述する こうした述語では，

not Pから Pへの任意の点 pとp において，その述語が叙述している対

象の Pの実現度に関して， pとp の賠に}II買序が定義できる こういった

意味で¥段階的変化述語は，形容詞の比較級と閉じである (Ballwegand 

Frosch(1979)) つまり，事象の始点における叙述対象の?の実現震と

象の終点における Pの実現度の間には， Pの度合いに関して差ができる.

一方で，sleepのような動詞は，均費的な動作を表しており，事象の始点

と終点で実現度に差が生じているわけではない

この点を踏まえて， Kennedy and Levin (2002)に従うと，形容詞派生の

段階性到達動詞の意味を (6)bのように記述できる.

(6) a. The tailor 1巴ngthenedthe pants 

b. the length of the pants at the beginning of the巴V巴nt+ d = the length of the 

pants at the end of the event 
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英語の段階的変化述語と援の解釈

(7) a. The tailor lengthened the pants three centimeters 

b. The tailor lengthen己dthe pants by three centimeters. 

(6)b は.事象の初点でのズボンの長さに dで表される侍らかの差の度合

いを足すと， lT象の終点でのズボンの長さになることが (6)aの意味であ

ることを示す. dは， (7)aゐに示すように f裸』泉!MPあるいは b勾y

てf明悶示f化ヒされうるy実|際捺民， (げ7)知a-七bにおける，(by) three centuneters は，

終的なズボンの長さを記述しているのではない

以上をまとめると，形容詞述語や勤前述語は，差の解釈を持つ;場合にの

み，裸 MPとby“MPの両方を認可するといえる.

2.2 段階的変化動詞述語と by司 MPの分布

前長iiJで，差の解釈と by叩 MPの分布が(統詩的カテゴリを縦断して)梧

隠していることを確認した.前節でも述べたように，段階的変化述語に

は， (5)aのような形容認派生の段階性到達動詞以外に， (5)bの位置変化を

表すものがある.本節では，これらの動詞と byゐ1Pの分布について観察

し， (5)aの動詞群と異なる分布を示すことを指摘する

Kennedy and Levin(2002)は，位翠変化を表す (5)bのような動詞も (6)

や(7)と時様の分析が可能で、ある，と主張する.

(8) a. The balloon ascended. 

b. the location of the balloon at the beginning of the event + d = the location of 

the balloon at the巴ndof the event. 

これから予測されることは， dが(7)と同様に，裸 MPでも by叩 MPでも明

示化されることである. しかし (9)に示すように，by-MPは許されない.

(9) a. Th巴balloonasc巴nded100 met巴rs

b. *The balloon ascended by 100 m巴ters.

以下の例も同様の事実を示している.

η
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EEI 1=jC1英 m

(10) (To show that his theory is true，) 

a. Galileo dropped balls 55 meters. 

b.ドGalileodropped balls by 55 meters. 

(11) a. The young boy fell five meters. 

b.キTheyoung boy fell by five meters 

(12) a. Their motor boat sank 100 meters 

b. *Their motor boat sank by 100 meters. 

(13) a. The skater slid ten meters on the ice. 

b. *The skater slid by ten m巴ters011 the ice. 

こうした分布の差は，必ずしも動詞の種類によって決定されているわけ

ではない.以下は，drop，戸ll，sInk， slideがそれぞれ加の文脈で用いられた

場合であるが，すべて by-MPを許す.

(14) a. The temperature has dropped five degrees C. 

b. The temp巴raturehas dropped by five degrees C. 

(15) a. The gasoline price has fallen 0.1 percent. 

b. The gasoline price has fallen by 0.1 percent. 

(16) a. The building's foundation sank two inches. 

b. The building's foundation sank by two il1ches. 

(17) a. Stocks slid 3 1)も 011the m得。rmarkets today. 

b. Stocks slid by 3 9も011the m勾ormarkets today. 

以上のような裸MPとby-MPの分布と， 2.1節での結論から， (9)ベ13)
は差の解釈を持たず， (14)ー(l7)は，差の解釈を持つ， と結論づけること

になる 実際， (14)-(17)では，叙述対象の持つ値がMPで表されている

値になった，という読みはなく，差の解釈のみが可能で、ある.一方， (9)-

(13)では，事象の始点における叙述対象の位置を Oとして，そこからど

れだけ離れているかを MPが灘定している解釈と見ることができる.こう

した意味で，初期値が必ずしも Oではない(14)-(17)と異なっている.

(9)-(13)は，段階的変化述語という点では，形容詞派生の段階的到達動

詞や， (14)回(l7)のような例と共通しているのにも関わらず，なぜ、{走者に

のみ差の解釈が可能であり b;トMPを許すのだろうかあるいは，なぜ，

前者のみ初期値がOであると解釈されるのだろうか.

-63-



英認の段階的変化述語と差のWi'1R

3.段階的変化述語の意諜論

3. 1 位霞変化と状態変化

前節で見た (9)ベ13)と(14)-(17)及び段階的到達動詞の違いは，前者が

位置変化を表し後者は状態変化を表している点である.段措的到達動認

の多くは，形容詞派生動部であるので，形容詞の意味を引き継いで状態変

化を表している. (14)ー(17)も，空時的な距離を表す MPが使われていな

いことからもわかるように，状態変化としての意味を表している.また，

このことは，次のように，the position!location 01 ~を介さずに，産接，叙

述対象を主語として，become lower/worseと言い換えられることからもわ

かる つまり，叙述対象の特性に変化を与えているという点で，状態変化

であると言える.

(18) a. The temperature became lower by five degrees 

b. The gasoline price has become lower by 0.1 percent. 

c. The building's foundation becam巴 lowerby two inches 

d. Stocks b巴camelower/worse by 3 %. 

(9)-(13)のようなパラダイムは，他の動詞にも見られる.移動様態勤前

である，walk， run， swunなどは，by-MPを許さない.

(19) a. 10hn walked/ran/swam three kilometers this morning. 

b. *101m walked/ran/swam by three kilometers this morning. 

これらの動詞が，to/towardなと舎を伴って，iJ託生的に方向性を持った移動

動詞句として用いられたとしても 状況は変化しない.許されるのは，

(20)bのように，前置詞匂のとる MPとして課MPを導入する場合のみで

ある

(20) a. *10hn walked to/toward the station by three kilometers 

b. 10hn walked three kilometers to/toward the station 

-64 
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(20)bでは，歩いた距離口学校までの距離=3キロメートルという図式が

成立している

walk， run， swim 等の移動様態動詞は • sleepのような動詞と異なって，

経路を表す項を明示的にとることができ(口(21)a).α lotのような程度副

詞に鴎して，距離の読みと時間の読みとで綬昧になる (=(21)b，Doeりes

(1997)). 

(21) a. John walked (along/down) the street (to the station). 

b. John walked a lot. 

位置変化を表す ωcend，drop， sink，舟ll，slideなどは，経路の項を目的語

としてとることはできない (??αscendthe mountain)が，ある一定の方向へ

の段階的変化を表していることから，これらの動調は，いわば(20)bのよ

うな空間的前程調句を意味に含む (downward，upward， toward等)と考え

ることができる.語業分解的表示を用いれば，これらの動詞は，以下のよ

うに表すことができる.

(22) a. ascend: [x MOVE-UPWARD] 

b. drop: [x MOVE-DOWNWARD] 

このように考えると drop類と walk類の違いは，経路をその語義的な

意味に含んで、いるか，任意に付加できるものとして認可するか，の違いと

なる.

一方で. (14)ベ17)のような状態変化を表す場合には，叙述対象を叙述

することのできる属性(気温，倍段)に関するスケ…ル上で，より高い・

低い値へ変化することが指定されている.この場合. (22)にならって，

ascend/dropが，次のように語金分解されると考える.

(23) a. ascend: [x MOVE-HIGHER] 

b. drop: [x MOVE-LOWER] 

以上のような語葉分解を用いると，位置変化の場合と状態変化の場合に

65-



兆五百の段階的変化述誌と蒸のWfo釈

は，それぞれ異なるスケールに基づいていることになる.そして，位置変

化の場合には，to/toward/upward等の前置詞と MPの分布に関して閉じ振

る舞いをすることが予測できる.事実， (20)で見たように，この稜の前議

詞は，by同 MPでの修飾ができない

この点を踏まえて，次節では，これらの違いが， (1)と (3)で観察した，

段措性形容詞における MPの分布と，並行的に扱うことができることを

論しこれらの述諸に明示的な意味論を与えることにする.

3.2 絶対値解釈と楚の解釈と存在論

鼠形形容詞の場合， MPの解釈は，常にスケール上の O点からの制定と

なる これを絶対値解釈と呼ぶことにする つまり， (3)aは， Floydの背

の高さそのものを示す Kennedy( 1997)流の意味論では，形容詞は{国体を

とって形容調の指定する次元・側面を持ったスケール(高さ，広さ，等)

ヒの度合いに写像する測量関数 (measurefunction)である. J京形形容詞と

比較級形容詞は，基準値がコンテクストヒ設定された値であるか，than 

節が導入する値であるかが異なる.

Kennedy and Levin (2008)では，原形形容詞での絶対値解釈と比較級

の援の解釈に対して，それぞれ，異なるiJllJ量関数を提案している.一方

は.0からの測定を行う通常の測量偶数mで， もう一方は，これと同じ

スケー jレを用いるが，ある基準となる値より上の値をとる差の測量関数

md 1 である • Kennedy(1997)流の意味論では，スケール上の度合いは，区

間(interval)であるから，それぞれ， mは. 0からi限定した区間へ. md↑は

ある錨 dから制定したE問をとることになる.車!感的に理解するために

それぞれの関量関数が定義する区間を図で表すと，以下のようになる

霞 1

D={a. b‘c‘e. f、 g...} 住民 1!~のふイl'~ 

ー 後!

一一一→ぷ

タ
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さて，この分析では，原形，比較級の場合ともに， 1ml体をとってスケー

ル上の区間を与えるので，タイプがくe，d>である.これをさらにタイプ

くe，t>にする必要がある.このために，統詩的には DegPの主要部である

pos (音声的に空の要素)と合成される=

(24) a. Floyd is tall. 

c. [[ lAp tall] ]J =λx. tall (x) 

d 立posTI =λGAλx.GA(x)ミstnd(GA)

e. [IlDcgppoS L¥ptall]] TI= AX. tall(x)出 t訂正l(tall)

(25) a. John is taller than Bill is. 

b 立L¥ptaller [cp than Bill is]] TI= AX.tall凶 (B)↑(x)

c. [[ l恥 gppos lAi' t，αlIer than Bill is]] TI = λx. tall，all(1l)↑ (x)出 tnd(tall，alllB))

形容詞が M Pをとる場合，posではなく， Svenonius and Kennedy(2006) 

にしたがって関数pを導入しよう.なぜならば， M Pで鯵摘できる形容詞

は限られており (*2kg heavy)， 11は， M Pをとる形容詞を選択すると考え

る必要があるからである.関数11は， posと問様， DegPの主要部にあり，

MPはDegP-Specを占めるとする.つまり， M P  は， 11が導入する dを埋

める値と解釈される

(26) a. Floyd is six feet tall. 

b. [[]1]] = λGAλdλx.GA(x)注d

c. [l [Dcgp ]1 L¥p tall ]] ]J =λd.λx.tall(x)注d

c. [llD，gp six feet lDcg']1lAptall]]] ]J= Ax. tall(x)ミsixfeet 

方，比較級の場合は，すべての形容詞で MPをとることができる (2

kg heavier)ので， 11をそのまま用いて，正しく Johnの背の高さと Billの

背の高さの設が3インチ(以上)であることを記述できる つまり， (27)a 

は， Billの背の高さからの設が 3インチ(Jよしりであるような鏑体の集合

を指ーしている.

(27) a. John is three inches taller than Bill is 

b. 社[恥gPthree iI1ches lDcg' ]1 L¥p taller than Bill is]]] TI = λx.tall，alllB)(x)と th陀 E

iI1ches 
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9~fì苦の段階的変化述諮と授の解釈

by-MPをとる比較級の場合も同様に分析することができる byωMPも

裸抗Pと開株に，タイプdであるとし， DegPの付加部の位置にあるとす

ると，ドの dの墳を;臨めて， (27)bと同様に，差の解釈をもたらす.

最後に， MPをとることはできるが，絶対{値直f解鉾釈のみを持つ (σ26)狗aのよ

うな形容詞がb旬y

て比較級の場合と問様に考えると，次のような統語構造と意味表示を持つ.

(28) 昌 *Johnis tall by six feet. 

b. [f)cgl' [[)cgド [AI'tall )JlMP by six feet]] 

C. [[ [DcgP [同 11[AI' talllJ[MI' by six feet]] ] =λx. tall(x)注 sixfeet 

ここで，上記と開様に与が(指定部ではなく)付加部の位置の by“MPに

よっても dを埋めることができるとすれば，統語論上は問題がない. し

たがって，問題は意味論上の問題となる ここで，裸 MPや by-MPによっ

て明示される度合いが，比べられている区間に着目する 上記の図 Iのよ

うに，溺量偶数mで定義される区間と mJで定義される IR簡は，それぞ

れ， 0からの測定か，任意の度合いからの測定かで、異なっている.二つの

区間の債を比較するためには，それぞれの 10を合わせるJ必要があるが，

図 l からも明白であるように，定義上，できない • by闇 MPが導入する度

合いが，必ず差でなければならない，とすれば， (28)cが意味論上，異な

る存在物向士の比較を行うことになり， ミスマッチを生じるために，意味

免平釈がなされない， と説明することができる.

3.3 位置変化と状態変化の意味論

3. 2節で提示した Kennedy(l997)，Kennedy and Levin (2008)， Svenonius 

and Kennedy(2006)とby-MPについての分析を受け入れ， 3. 1部で行っ

た語長分解を能ってスケールを定義すると，位誼変化述語と状態変化述語

における課話Pとby-MPの分布の違いを説明することができる.

Kennedy and L巴vin(2008)にしたがって，形容詞の分析を変化述語に適

用する際，動詞述語用のド，つまり，めを導入することにする. Kennedy 

and Levin(2002)では，位置変化，状態変化がともに差を定義する意味論

を想定していたが，本稿では， 3. 1節での観察と語金分解に基づいて，
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位置変化の動詞のスケールを定義する.

3. 1 節で述べたように • ascendが [MOVEUPWARDjを表すと考える

と， αscendの位置変化のスケールを決定しているのは， UPWARDの部分

である. UPWARDは， 1間体と事象をとって，個体がさ当該事象で空間的に

上昇方向にどの位寵にあるかを指定する. したがって，ascendは， (29)a 

のように表すことができる

(29) a 立lyp ascend] ] =λx. Ac.UPWARD(e)(x) 

b. [Pv]= λGy.λd.λxλ巴.Gy(e)(x)迂d

c. [[o，gP Pv [yp ascend]] 11口λdλxλe.UPWARD(e)(x)とd

d. [[D，gP 100 meters [Dcg'仏 [ypascend]]] ] 

zλxλe.UPWARD(e)(x) :?! 100 meters 

UPWARDが定義するスケールは，事象項をとる点以外は，前置認の

upwardが持つスケールと問じ性質を持ち， 0からの計測のみを表す.こ

れが動詞述語用の 11v( = (29)b)と合成して， (29)dのように計算される.

このとき，動詞が前置詞を伴っていなくても，その意味に含まれている

UPWA叉Dによって，空間的な(上昇方向の)経路上にf個関イ体本を位霞づける

ことがでで、きる点が重要でで、ある 位置変化を表す場合に，b付'Y

ない事実lはま，形容詞の絶対値解釈の場合と同様，意味論上の存在論的ミス

マッチとして説明される.

一方で，状態変化を表す dropの場合， 3. 1節で述べたように， MOVE 

LOWERと諾言語分解される. これは，形容詞の比較級と時様，事象と

個体をとって，その事象の始点で悟体がスケール上にあった位置から

事象の終点における個体の位置の差をとる関数である. Kennedy and 

Levin(2008: 173)にしたがって，次のように定義できる.

(30) MOVE-LOWER =λxλe.LOW，ow(叫叫

よって，状態変化を表す場合は， MPの解釈も同様に差の解釈を持つこと

になる.
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(31) a. The t巴mp巴raturedropped (by)註vedegrees 

b. [[ [い.DムD肱:JegPl蜘L
C. [[ l仇 gPfive degrees [Deg"llv [vp drop]]] ] 

zλxAe. LOW，ow川 t(J(x)(a11(巴))?: five degrees 

by俗説Pは，ニ予測通り，存在論的ミスマッチを起こさないので， この場合

にのみ許される.

4.結語

本稿では，段1;昔的変化述語のうち 位置変化と状態変化の前方を表しう

る動詞に関して，それぞれの解釈において裸 MPとbyωMPの分布が異な

るという観察に基づいて，段階性形容詞の分析を応用することで解決する

ことができることを示した.ここで主張したことは. (i)位置変化と状態

変化は. MPの解釈に関して それぞれ，段階性形容調の原形形容認と比

較級に対応する. (ii)位霞変化と状態変化の意味で異なる語義分解を与え

ることで，それぞれが解釈に使用するスケールを定義できる. (iii)動詞に

関しでも. VPの上位に DegPを立てることができ. DegPの主要部Jlvに

よって導入される MPと動詞の持つ測量関数が定義する度合いの種類に

よって，探 MPとby-MPの分布が決定される.

注

3本4高を執筆するにあたり，英E長のインフォーマントとして協力くださった，

Adrian Heinel 氏と PeterCart巴r氏に御礼申し上げる.また，本稿の研究内容は，

一部，文部科学省科学研究費若手研究 B rスケール構造に関わる言語表現の意味

解釈メカニズム~ (研究代表者 問中英政L2008但 2009年)の助成を受けて行われ

た

1.本稿で、採用する Kennedy(1997)流の意味論では，この記述は不正確で、あるが，

この点については. 3 ~í'jを参照のこと.
2. MPの統詩的な位i査も奥なるが，この点については. 3. 2節を参照のこと.

3. Kennedy and Levin(2002)の主Il艮は，段階的変化述語がアスペクト的に|凌昧で

あることを， dがquantizedであるかどうかによって決定することにある.d 

がコンテクスト上決定される場合は. dは存在量化されるため，非限界的アス

ハ
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n
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ペクトを持ち， dが MPによって明示される持は， quantizedであるので，限

界的アスペクトを持つ，

4 当然，すべての前置詞匂に当てはまるわけで、はない

(i) a. The arrow is a few inches above the target 

b. The arrow is above the target by a few inches. (Morzycki (2007)) 

前提詞における MPの分布については 稿を改めて論じることにしたい
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